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アンディ・ブラックによる序文

　私は今、ラスベガスで開かれるWPTワールド・チャンピオンシッ
プに向けて、アイルランドからアメリカへと向かう飛行機に乗り込ん
だところだ。そこでどんな戦いが私を待っているのだろう。想像する
だけでも興奮と緊張で武者震いしてくる。
　そこでは何千人ものプレイヤーが、実績の有無にかかわらず同じス
タックでスタートして、それぞれが独自のスタイルでプレイする。中
にはサイドゲームでちょっとばかり稼ごうとする者もいるだろう。地
元の英雄もいれば、世界的スーパースターもいる。老いも若きもいれ
ば、金持ちも貧乏人もいる。その光景は壮観だ。
　実際、あらゆるポーカー大会ではこんな光景が繰り広げられている。
　そこで最も核心的な問題は、どうやったら相手より上手くプレイし
て勝てるかである。
　ダラとバリーの本は、その到達可能点をさらに高い場所へと引き上
げた。彼らの著書と出合えたラッキーな読者は、強い相手に見透かさ
れていた自分の弱点を自ら見つけ出して、理解できるよう想像力を身
につけられるのだ。
　チップの得失が頻繁に起きるポイントはどこか、大きく増減するポ
イントはどこなのか。このふたつを理解することで読者は基本的GTO
の先へ進み、ポーカーの真実へとより深く分け入れるようになる。そ
うして自分の実力を理解し、上手いプレイヤーに見えるだけでなく、本
当に上手いプレイヤーに成長できるのである。
　あらゆるポーカーとはつけ込み合いである。相手につけ込んで、で
きるだけ簡単にチップを手に入れる方法を探し求めることこそが、ポ
ーカーの真髄なのである。
　フィル・ヘルミュースはこの「簡単に手に入るチップ」哲学の象徴

的プレイヤーだと言っていいだろう。
　プレイの確実性を可能な限り最大化すること、その確実性をできる
だけ多くのハンドで手に入れること、そうして生き延びてチップを増
やすこと。フィルは自らの能力をこの方向に全振りしたプレイヤーで
ある。彼は微妙な場面への参加を見送ることがよくある。もっと確実
に勝てる場面を見つけ出せるからである。本書は、強豪プレイヤーが
レクリエーショナルプレイヤーにどう上手くつけ込めるかを詳細に言
語化・システム化したという意味で、ドイル・ブランソンの『Super 
System』に匹敵するぐらい重要だと言えよう。
　フィルは本書の読者とはプレイするのを嫌がるだろうし、ドイルは
多分天国から、ポーカーというゲームが未知の世界へ到達すべく探究
を続けるその美しさを、皆と共に愛でるひとときを楽しんでいるに違
いない。
　皆さんはここまでたどり着いたのだから、そこからさらにもう一歩
を踏み出して、本書に込められた知見を自分のものとして、もう少し
大きな夢を追い求め、ジョークとして笑われる対象から抜け出してみ
てはどうだろうか。

　ポーカープレイヤーとチーズピザとの違いは何か？
　チーズピザには４人家族を養う能力があるという点だ。
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本書に出てくる意味不明な表の見方（まずこれを
読むこと）

　ウケ狙いの見出しで申し訳ないが、我々としては何が何でもこのセ
クションを読み飛ばしてもらいたくなかったのだ。
　我々がこれまで出してきた本について、際だって否定的なフィード
バックを受けた点がひとつだけあって、それは『ポーカーの直感的ゲ
ーム理論』（パンローリング）に載せたハンド表である。「もっといい
見せ方があったろう」というご意見には100％同意であり、その点は責
任を感じているが、それでも冒頭の「スキップしないで！　マジで！」
という見出しまでつけたセクションを読み飛ばしていなければ避けら
れたはずの問題も多かったのである。
　GTOポーカーのハンド表は、白黒印刷だとこんな風に見える（カラ
ーにすると値段が＄100を越えてしまうので仕方なかったのだ）。

　これが理想的ではないというのには、皆さんも異論はないだろう。そ
こで我々としては既存のハンド表に手を加えて見やすくした。そのた
めに出力をある程度簡略化せざるを得なかった。ベットサイズ間に明
らかな差があるときには、本文中にそのことを記しておいた。だが冒
頭の大事なセクションを飛ばしてしまった読者には分からなかったの
だ（だからこそわざわざ「スキップしないで！　マジで！」と書いた
のだが）。
　今回我々は自分自身で特注のハンド表をこしらえることにした。下
のような図である。その下のコメントに注目してもらいたい。

黒いボックス＝プリフロップでフォールド

ベット コール フォールド

　角の丸い長方形の中に白抜き文字が入っているハンドは、アクティ
ブなハンドである。背景にある、黒い角の取れた長方形にぼやけたグ
レーで抜かれた文字が入っているハンドは、それ以前のストリートで
フォールドされたハンドである。そんなこと一目見て明らかだと思う
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かもしれないが、前著においてはそれこそが一番の混乱ポイントとな
ったのだ。そこで今回我々が「黒いボックス＝プリフロップでフォー
ルド」と明記することにしたのはそのためだ。
　アクティブボックス内の色が黒いほど、そこで取るアクションがよ
りアグレッシブなものであることを意味する。この表だとＪＪはベッ
トで、Ｔ８ｏはコールで、５３ｏはフォールドとなる。複数のアクシ
ョンを取り混ぜるハンドもあって、Ａ８ｏは半分がコールで半分がフ
ォールドである。
　表の中ではベットを単に「ベット」とだけ表記して、ベットサイズ
については本文中に記している。ベットサイズの取り混ぜが起きてい
るときには、それについても説明を入れるつもりだ。そうするのは視
認性を高めるために仕方がなかったのだ。白黒印刷の本で３種類のベ
ットサイズを色分けするというのはいささか無理があった。
　我々としては読者の皆さんに、本書に出てくる表に杓子定規のよう
に従ってほしくはない。これらの表を用いるのは一般的な重要ポイン
トを指摘して、そこから実践的ヒューリスティックス（直感的問題解
決手法）を導き出すためだ。すでにソルバーの使い手である読者やそ
のうち使おうと思っている読者であれば、本書に出てくる表は簡略化
しすぎに見えるであろう。それは意図的にそうしているのであり、表
は一通り見ておけばよくて、本文に書かれている内容こそが最も重要
なのである。
　最後にこのセクションを読まずに飛ばした皆さんにも、それでもこ
の本をお買い上げいただいてありがとうと述べさせていただきたい。ま
あこの言葉がそうした皆さんのところに届くことはないわけだが。

本書を読む際のガイド

　さて、先ほど述べた点がクリアになったところで、本書を読むうえ
での注意事項をいくつかお伝えしておきたい。
　本書を読むうえでGTOに詳しい必要はないし、『ポーカーの直感的
ゲーム理論』を読んでいなくても構わない。ただ我々はあなたがポー
カーの経験をそれなりに積んでいて、ある程度の用語は理解しており、
少なくともGTOとは何か、ソルバーとは何かぐらいは分かっていると
みなしている。
　ここで行うハンド分析では、あるひとつのハンドでどういうアクシ
ョンを取るべきかというアプローチはとらない。そうではなく、ある
状況で持っている可能性のあるハンドのすべてをどうプレイするか検
討していく。これは現代ポーカーにおける思考法として大事な一部分
で、まだそういう考え方ができていないなら、本書を読み終わるまで
には身につけてほしい。
　本書で取り上げる例は意図的に簡略化されている。ポットサイズや
特定のベットサイズについて触れずにすむような場合には、そうした
情報を端折っている。そうするのは、読者に細々したポイントにとら
われてほしくないからだ。それよりも、もっと大局的に学んでほしい
のである。ここでスモールベットと言う場合、だいたいポットの20－
30％を指している。ミディアムベットと言う場合は、それがだいたい
55－66％となる。ラージベットと言うときにはポットの88－100％程度
を指し、オーバーベットと言うときはそれが101－200％、またはシャ
ブを意味する。
　ここで用いるソルバーはPioSOLVER、HoldemResources Calculator、
GTO Wizard、Postflopizerである。特にPostflopizerはノードロック
が上手くできるし、比較的廉価であるという意味でもお勧めしておき
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たい。もし購入をお考えなら、ボーナスコード「BEYONDGTO」を
入力すれば10％ディスカウントを受けられる。
　あるソルバーによる、ある特定の出力にとらわれすぎてはならない。
全く同じハンドをふたつの異なるソルバーで解いてみると、答えが微
妙に違ってくる。またソルバー同士に違いがあるだけでなく、ひとつ
のソルバーも常に精度を高め続けているのだ（『ポーカーの直感的ゲー
ム理論』で取り上げたハンドの中には１年経った現在、違った答えを
出してくるものがあるが、それはGTO Wizardが改良されたからであ
る）。それよりも注目してほしいのは、なぜソルバーがそういうアクシ
ョンを取るのかであり、それを踏まえて、そこから変数を動かしたと
きにソルバーがどう違った答えを出してくるか試行を重ねるべきなの
だ。
　本書で取り上げるハンドは、大半がトーナメントからのものである。
本書の読者はトーナメントグラインダーだけに限られているわけでは
なく、ここから学べるレッスンは、ポストフロップのあるゲームなら
どれにも適用できる。ここでMTTのハンド中心に取り上げる唯一の
理由は、著者である我々が主にプレイするのがトーナメントだからと
いうのと、これまでに出した本もトーナメントについてのものなので、
読者の皆さんもトーナメントハンドが取り上げられているものと思っ
ているだろうからである。
　これまでの本と同じように、各章立ては直感とは反する構成になっ
ている。そうするのは一番大事なレッスンを一番先に学んでいきたい
からだ。だがこれまでの本とは違って、読者は自分に一番関心のある
章から順番に読んでも問題ないようにできている。例えばリバーで起
きがちなミスについて論じた章から読みたいと思っているのなら、そ
うしてくれても構わない。だがもし特にこれをまず読みたいという章
がないのであれば、章同士も連携しあっているので、前から順番に読
んでいくのがよいだろう。

　では読み方に関する注意書きはこれぐらいにして、本題へと話を進
めることにしよう……。
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第　　　　　章1
GTO対エクスプロイト：バランスの重
要性

GTO vs Exploit: The importance of balance

　現在のポーカー界では、GTO対エクスプロイトの対立をめぐる白熱
した議論が続いている。
　ゲーム理論的最適（GTO）とはふたりの完璧な相手同士が対戦した
ときに展開されるであろうプレイを指す。これを学ぶにはPioSOLVER
のようなソルバーを用いるか、GTO WizardのようなGTOデータベー
スを見る。実際ソルバー通りにプレイできる人間はこの世に存在しな
いのだが、それでもGTOはそこから多くを学べる理論的枠組みとして
用いられている。完璧なプレイヤー同士がふたりでぶつかり合ったら、
たどり着くところは均衡である。均衡とは、仮に相手がどうプレイし
てくるのかを分かっていたとしても、どちらのプレイヤーもそれ以上
できるプレイスタイルの修正がなくなった状態をいう。どちらのプレ
イヤーもお互いが何をしようとも相手につけ込む手段がなくなる状態
に達しているのである。そしてそこから離れようとすると自分につけ
込まれる隙を作ってしまうのだ。
　だがそんなプレイを繰り出せる人間など現実には存在せず、ほとん
どのプレイヤーは自分のプレイに大きな弱点を抱えたままである。大
半の人間プレイヤーにはリーク（プレイの穴）があって、観察力の鋭
い相手はそれを見つけ出してつけ込んでくる。コールしすぎたりフォ
ールドしすぎたりしていると、ずる賢い相手はそこにつけ込んで、プ
レイを修正してくるのだ。それに対してソルバーはベット、コール、フ
ォールドの頻度を常に最適に選ぶことができるので、相手としては自

分の側も正しい頻度でベットしようと試みるしかできないのである（そ
してそのベット頻度が少なすぎたり多すぎたりすると、究極的には自
ら相手につけ込ませているのと同じこととなる）。
　上手くエクスプロイト（つけ込み）型戦略を実行すれば、弱い相手
に対してはGTO戦略よりも平均して多くを稼ぎ出すことができる。だ
が自分の読みが間違っていたら、自ら相手につけ込み返させているこ
とになり、金を失うことにもつながりかねない。そこで一部のプレイ
ヤーは当て推量による勝負を嫌って、できるだけGTOに近いプレイを
繰り出そうとしているのである。
　GTOポーカーについてのもうひとつの考え方は、それをバランスの
取れたプレイととらえることだ。GTOプレイヤーは常にブラフとバリ
ューを正しい比率で繰り出すので、ブラフはフォールドされるし、バ
リューベットにはペイオフしてもらえる。一方、いわゆる「マニアッ
ク」はブラフを捕まることが多いし、「ニット」はバリューベットにコ
ールを十分にはもらえない。だがGTOプレイヤーはどちらを繰り出し
ても相手に当て推量を強いることができるのだ。GTOプレイヤーは常
にバランスが取れており、「フィッシュ」は常にバランスが崩れている。
　我々はすでにGTOポーカーについて『ポーカーの直感的ゲーム理
論』という本を著している。その本の中で我々は、ポーカーを学ぶに
はまずGTOから学んでいくのがベストであり、それは相手が弱いよう
なゲームでも変わりないと主張した。その根拠は、GTOでは下のほう
のステークスをクラッシュこそできないものの、そのまま上のステー
クスでも通用するようなプレイを学んでいることにもなるからという
ものだ。＄５のゲームでGTOをプレイできるのであれば、そのまま
＄100のゲームをプレイしても同程度の成績を収められるはずなのだ。
またGTOはメンタルへの負担も軽い。なぜなら相手を読むための労力
を割く必要がないからである。
　だがGTOをソフトな（弱い相手ばかりの）ゲームでプレイし、特に
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相手プレイに著しい弱点があるのが見えている場合、それがテーブル
に金を放置しているのと変わりないのも確かだ。相手がどんなハンド
でもコールしてくるのが分かっているときに、ナッツをチェックに回
してチェックレンジをプロテクトすることには全く意味はない。
　だがそれでも我々としてはGTOから学んでいくことこそがベストの
アプローチだという主張を変えないが、だからといって『ポーカーの
直感的ゲーム理論』をまだ読んでいないので本書は理解できないので
はないかと心配する必要はない。本書において相手のつけ込めるリー
クを取り上げるときは、まずはそのハンドのGTO的解決を紹介すると
ころから始めるからだ。またほとんどのケースでは、そのGTO解決を
支えている理由付けについても説明するつもりだ。中にはGTO入門的
解説が本書の範囲を越えるような深いレベルで出てきて、そこで「直
感的ゲーム理論」について言及する場合も出てくるが、ほとんどのケ
ースではGTOプレイについてなぜそうするのかという理由付けは、本
書の中で十分に行われている。
　ハンド分析においては、最初にGTO的解決がどんなものかを理解し
ておくのが非常に大事である。なぜなら完璧なふたりのプレイヤーが
そのハンドをどうプレイするかを理解して初めて、現実の相手に対し
てなぜそこから離れてプレイするほうがより利益が出るのかを理解で
きるからである。またそれによって、GTOから離れることが自分にど
のようなつけ込み返される弱点を生み出すかも分かって、それに備え
られるようにもなるだろう。
　本書では、今日のポーカーで見られる大きなリークをダラがリスト
アップして、それにつけ込むためのエクスプロイトプレイをソルバー
に作らせて解説している。リストは重要なものから、あるいは広く見
られるものから順番に並んでいる。中には取り上げきれなかったリー
クも数多くあるとは思うが、全体として見ればポーカーで現在見られ
る主なリークはすべて取り上げていると思うし、少し機転を利かせれ

ば、どれかの章で学んだレッスンを実際のプレイで現われた特殊な状
況にも応用できるようになるであろう。それ以上については、本書で
カバーしきれなかったようなリークにどうつけ込むかをソルバーで見
つけ出すやり方や、一般的なソルバーの使い方、あるいはそこからど
こへ進んでいったらいいのかについてお話したいと考えている。
　話をGTOに戻そう。たとえソフトなゲームや安いステークスのゲー
ムであってもGTOから学び始めるのがベストだという我々の主張への
反論として、ソフトなゲームでは相手はバランスのことなど考えてい
ないではないかというものがある。我々としては本書で取り上げるあ
らゆるリークはバランスさえ取れていれば避けられるのだということ
をお見せするつもりである。
　本書は相手のリークにどうやってつけ込むかというだけの本ではな
い。どうやったらつけ込まれないかについての本でもある。だから本
書を読むにあたっては、「どうやってドンキーどもをクラッシュする
か」だけに焦点を当ててほしくない。バランスが取れた戦略がどれほ
どつけ込みにくいかにも注目してほしい。むしろこちらのほうが、ス
テークスを上げていくためには重要だとさえ言えるのだ。
　レベルが上がるほど、つけ込めるような相手のリークは少なくなる
し、自分のリークにはつけ込まれる可能性が上がってくる。別の言い
方で表すなら、下のレベルではオフェンス（相手のリークを攻撃する）
方が大事なのに対して、上のステークスではディフェンス（相手の攻
撃に対して防御を固める）方がより重要となってくるのである。
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ノードロックとは何か？
What is node locking?

2

　エクスプロイト型ポーカーの解説書を作り上げるために本書でどの
ようにGTOソルバーを用いたのか、手短に説明しておきたい。読者の
多くはこれまでソルバーを自分で使ったことがないだろうから、「ノー
ドロック」と呼ばれる機能についても聞いたことがないかもしれない。
ノードロックになじんでいる読者は、ここで用いられる平易な説明は
すでに熟知しているかもしれないが、それでも読み飛ばさないでほし
い。本書の分析にどのような限界があるかについて大事な点を指摘す
ることになるからだ。
　ノードとは、データの基本的単位のことである。ポーカーにおいて
は、ベット/コール/チェック/フォールドがノードともなり得るし、
スモールベット、ミディアムベット、ビッグベット、オーバーベット
などもノードになり得る。ポーカーでこれらのノードを組み合わせて
いくと「ゲームツリー」というものができ上がる。ノーリミットホー
ルデムにおいてはそうしたツリーには枝分かれの可能性が無限にある。

「ノードロック」するとは、ゲームツリーの進む先を強制的に変えるこ
とである。

　GTOソルバーではふたりの相手にプレイを繰り返させて、ナッシュ
均衡に達するまでそれを続ける。ナッシュ均衡とは、どちらのプレイ
ヤーも戦略をこれ以上どう修正しても結果が良くならないというポイ
ントである。各プレイヤーがどうプレイするか相手に教えてしまった
としても、相手としてはプレイを変える必要がなくなるのだ。GTOに
はつけ込む余地がないというのはそういうことなのである。理論的に
はGTOでプレイしていれば、NL２でもNL10000でも同じように勝て
ることになる。
　現実世界では誰も100％完璧なGTOはプレイしていないのだが、ソ
ルバーはそうした現実のプレイも再現可能である。その機能が「ノー
ドロック」と呼ばれている。これを使えば相手がある場面でどうプレ
イするかを固定できて、相手にある方向でプレイするよう強制できる
のである。例えば、ソルバーがポケットナインズではオーバーベット
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を好む場合でも、実際の相手はその場面で９９では絶対にオーバーベ
ットしないとあなたが考えているときには、ノードロックによってソ
ルバーのプレイ選択を変えさせられるのである。
　するとソルバーはノードロックされた状況に合わせた修正を仕掛け
てきて、戦略全体を新たな情報に基づいて変更する。本書で我々が行
ったのは、基本的にはこの作業である。各シナリオにおいてまずは
GTO解を見て、そこでどういうプレイができるのかを学ぶ。次に同じ
場面で下手なプレイヤーがよく犯すような過ちを取り上げて、それに
基づいてレンジを変えて固定する。そしてソルバーがそれに対してど
うプレイを修正したかを見て、そこから何を学べるかを探究するので
ある。下手なプレイヤーに対してどうプレイするべきかについてはオ
ールドスクール時代からの知見が数多くあるわけだが、我々としては
ソルバーが同じ結論に達するかをテストしたかったのだ。
　こういう話をするとソルバーがまるで信頼できる「夢の機械」、つま
りGTOをプレイするレギュラー相手よりも、むしろ下手な相手とのプ
レイを導き出すのに役立つマシンのように聞こえるかもしれない。だ
がソルバーのアドバイスに従って弱いプレイヤーにつけ込んでいいか
どうか判断するうえで、大きな注意点がひとつある。
　ノードロックの大きな問題は、ゲームツリーのあるポイントでロッ
クをかけた後は、どちらのプレイヤーもそこから再び完璧なプレイを
見せるのだという点だ。ある弱いプレイヤーがフロップでフォールド
しすぎだとしてロックをかけることはできるのだが、ターンとリバー
ではまた完璧なプレイへと戻るのである。あるいはあるプレイヤーが
ターンでパッシブだとしてロックはかけられるのだが、そのプレイヤ
ーはフロップでは正しいレベルのアグレッションを見せるのである。だ
が現実世界では我々も皆分かっているように、あるプレイヤーがひと
つのストリートで大きなミスを犯す場合、その他のストリートでも同
様なミスを犯すと考えるほうが自然であろう。

　こうした限界の影響はどんどん蓄積していく。というのもソルバー
は、ゲームツリーのどこかで相手が過ちを犯すよう強制的に設定する
と、ツリーの別のポイントでその過ちを埋め合わせるような修正をか
けてくるからだ。それは前のほうのアクションという場合もあれば、そ
の後のアクションという場合もある。例えばもしあなたが相手はター
ンでパッシブにプレイすると設定したら、フロップではもっとアグレ
ッシブにプレイしてそれを埋め合わせてこようとするかもしれない。も
しチェック/レイズのオプションを取り去ったら、代わりにドンクリ
ードを入れ始めるかもしれない。フロップでドンクリードをさせなか
ったら、代わりにリバーでオーバーベットするかもしれないのである。
　下手な相手はそんなことはしてこないし、現実では考えもしないだ
ろう。下手な相手はそもそも自分の戦略が自らの足かせになっている
ことそのものに気づいていないだろうからだ。
　これは本書が抱える重要な限界である。そこで我々としてもこの問
題の影響をできるだけ少なくしようと努力した。そのひとつは複数の
意思決定ポイント（ノード）をロックするという方法である。もしあ
るプレイヤーがフロップでチェック/レイズはしないと設定し、そう
いうプレイヤーであれば代わりにドンクベットしてくるというのもお
かしな解釈だとなれば、我々はそちらのほうもロックした。我々とし
ては自分たちのロック設定が、そのプレイヤーが前後のストリートで
やるようなプレイと整合的になるよう、できるかぎりの努力はしたつ
もりである。
　ふたつめとして、話をできるだけシンプルにしておくよう心がけた。
100BB持ちの例をそれほど取り上げなかったのは、それが理由だ。我々
としては、完璧とはいえない相手に対して完璧なプレイを繰り出すた
めの複雑な解答は求めていなかった。だからその代わりに、ソルバー
が出してきた答えには限界があるものと分かったうえで見ていき、ソ
ルバーがどう修正をかけたかを興味を持って探究し、そこから現実の
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3
下手なプレイヤー相手にどうプレイ
するか

How to play against bad players

ゲームに応用が利くようなレッスンを仮説として導き出すことにした
のだ。
　この実験からはある大事な学びが得られる。アマチュア以上の上級
プレイヤーとして、ゲームツリーの早い段階や遅い段階でどう戦略を
変更すべきか、それをソルバーが提示してくるのを学べるのである。例
えば相手のエラーがリバーで起きるときでも、それに対する修正を一
番効果的に加えられるポイントはフロップかもしれないのだ。そのう
えで、リバーそれ自体はGTO通りにプレイするのが最適だったりもす
る。そうした戦略は見かけこそGTOによる解と変わりない場合も多い
が、頻度に違いが出ている。例えばGTOでは半分の割合でスモールベ
ットを打っていたのが、相手のリークに合わせて修正をかけると、常
にスモールベットになったり、あるいはスモールベットするハンドが
増えたりするのである。
　そんなわけで、本書を読むうえではこれまでの我々の著書以上にあ
る程度の疑念を持って読み進めていただきたい。もしあなたが自分の
相手についてより正確なロックをかけて解決した場合、我々の出した
解とは違ったものが出てくるかもしれない。
　ここから続く各章の内容を、弱い相手とどうプレイするかを説いた
ハウツー本のようにはとらえないでほしい。やるべきはまずGTO解を
見て、それからソルバーが弱い相手に合わせて修正をかけた解を見る。
そしてなぜ戦略がそのように変わったのか、それを自分のプレイにど
う取り入れるかについて考えてほしいのである。

　下手なプレイヤー相手に勝つ方法の本など必要があるのかと疑問に
思う人もいるかもしれない。下手くそ相手にどうプレイするかなんて、
語るまでもなく明らかではないか？　どこが弱点かなどすぐに分かる
だろうし、仮に分からなかったとしても普通にGTOでプレイしていれ
ば、相手のほうからミスを犯してくれるではないか。
　だが実際には、多くの才能豊かなプレイヤーがレクリエーショナル
プレイヤーに対処するのに苦労させられており、その悪戦苦闘ぶりに
は特筆すべきものがある。プロがフィッシュと同じように思考してい
たのははるか昔のことなので、趣味でポーカーしている人の弱点がど
んなものだったのか忘れてしまっているのだ。
　上級プレイヤーが下手なプレイヤー相手に犯す過ちでも核心的なも
のが、相手のどのような部分で下手なのかをきちんと分類しないとい
う点だ。「シート４はフィッシュだな。だからスリーベットしていこ
う」そんな風に考えるのだ。フィッシュというだけでは、このプレイ
ヤー相手にスリーベットするのが正しいのかどうかは分からない。こ
の相手がフィッシュなのはスリーベットにフォールドしすぎだからな
のか、コールしすぎだからなのか、あるいはフォーベットしすぎだか
らなのだろうか？　下手だからといって、あらゆるミスを犯すわけで
はない。フィッシュが犯すのは、通常あるひとつのタイプのエラーだ。
たいていはアグレッシブすぎるか、パッシブすぎるか、タイトすぎる
か、ルースすぎるかのどれかである。プロに都合いいように全部をや


